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よろず支援拠点
 ～中小企業支援の現状と
    ITコーディネータの活動を紹介～

特集　

─ 福井県よろず支援拠点、有限会社アンドウ（小浜市） ─

自分たちの課題をクリアしていかないと何も言える立場じゃない

─ 大阪府よろず支援拠点、株式会社グローカル・アイ（大阪市西区） ─

よろずは“総合診療科”。じっくり聞き、分析し、治療方法を見つけます

─ 愛媛県よろず支援拠点、株式会社ウィルビー（松山市） ─

─ 中小機構 よろず支援拠点全国本部、茨城県よろず支援拠点 ─

制限のない相談回数のメリットを生かし、じっくりと支援

国を挙げて中小企業・小規模事業者の支援に取り組んでいきたい
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　中小企業・小規模事業者のための経営相談所「よろず支援拠点」をご存

じですか？「各種の中小企業支援施策」活用されていますか？

　よろず支援拠点が中小企業支援施策として平成 26 年 6 月からスタート

して約 1 年。

各都道府県にある「よろず支援拠点」はどのようなユーザー支援を行って

いるのでしょう。

　前号の特集では中小企業支援施策のひとつとして「ミラサポ」を取材い

たしました。

　今号では中小企業支援施策の中でも「よろず支援拠点」に注目し、全国

本部である中小企業基盤整備機構様と、実際に支援を行っているコーディ

ネーターに中小企業支援への思いを伺いました。

　3 つの特集記事では、福井、大阪、愛媛各地のユーザーに対し、IT コーディ

ネータでもあり、よろず支援拠点のコーディネーター・サブコーディネー

ターが実際にどのような支援活動をしているのか、お話しを伺いました。

　現在すでに中小企業施策を通じたユーザー支援を行っているITコーディ

ネータの皆さま、支援活動に携わっている支援機関の方々にぜひお読みい

ただき、より良いユーザー支援と中小企業支援施策活用の参考にしていた

だければ幸いです。

　実際に取材で各支援拠点でのお話を伺うと「よろず」の名前の通り、様々

なご相談内容がある事を実感いたしました。また、各地の拠点ごとに特色

があり、それぞれ各コーディネーター・サブコーディネーターの得意技が

活かされている事もよくわかりました。

　この特集記事が中小企業支援施策としての「よろず支援拠点」活用の参

考となっていただければ幸いです。

IT コーディネータ協会 事業促進部　中村 路子
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特集

よろず支援拠点
～中小企業支援の現状とITコーディネータの活動を紹介～

自分たちの課題をクリアしていかないと何も言える立場じゃない
−福井県よろず支援拠点、有限会社アンドウ（小浜市）−

左から福井県よろず支援拠点のサブコーディネーター 藤田順一氏、宇田川静夫氏、有限会社	
アンドウの馬渕保生社長、コーディネーターの先織久恒氏

　福井県のよろず支援拠点は、IT
コーディネータがよろず支援拠点の

「コーディネーター」を務めている
拠点の１つだ。
　今回は福井県西部にある小浜市で、
よろず支援拠点のコーディネーター、
サブコーディネーター、そして支援
を受けたユーザー企業を取材した。
　福井県よろず支援拠点の特徴の１
つは、広い県内をわずかなスタッフ
でカバーするために敦賀市、越前市、
小浜市、大野市などに「サテライト
拠点」（移動相談会） を設け、その
相談に多くの時間を費やしているこ
とだ。場所は商工会議所、信用金庫
などの支援機関が多い。取材の日も、
小浜商工会議所で相談所が開設され
ていた。
　「まずは経営者の方が、どうした
ら満足できるかということを考えま
した。それはお互いがウィンウィン
の関係になれることです。それには
経営者と太いパイプを持っている支
援機関と手を組むのが一番いいと思

いました」と福井県よろず支援拠点
のコーディネーターを務める先織久
恒氏は語る。
　相談内容によっても違うが、１回
の来訪で済むケースは少ない。何度
も足を運んでもらえるので支援機関
としても顧客とのつながりを厚くす
ることができ、サテライト拠点の相
談会の開催は歓迎されているという。
　また、福井県よろず支援拠点では
女性のための起業塾「ふくいの女性
のための起業支援セミナー」も定期
的に開催している。この起業塾は越
前市で開催されているが、敦賀市や
大野市などからも来場者があり、毎
回25 〜 32人が受講しているという。
そして、その中から個別に相談に来
る人も多く、セミナーを受けた女性
の相談数を合算すると100回近くに
なる。

　福井県よろず支援拠点の相談内容
で多いのは、何といってもいかに売
上を増やすかについて。全体の６割
に達するという。その次に多いのは

２割ほどを占める創業に関するこ
と。残りの十数パーセントは、その
他もろもろの相談になる。
　これらの相談に対応するのは、
コーディネーターの先織氏と３人の
サブコーディネーターたちだ。IT
コーディネータでもあり、経営戦略・
経営改善計画・経営革新計画の立案、
ホームページの開設支援を得意とす
る宇田川静夫氏、食品の商品開発支
援や商品の撮影テクニックなどの支
援で実績を持つ藤田順一氏、そして、
大手商社出身でふくい産業支援セン
ター経営管理コース講師も務める酒
井恒了氏の３人がサブコーディネー
ターとして活躍している。
　「私はネット通販に関する相談と
創業の支援が多いです。“よろず”
ということでまさにいろいろな相談
があるのですが、『できません』とは
言えません。ですから、弱い分野は
自分なりに勉強しています」（宇田
川氏）
　「もともと僕は2006年から食を中
心としたブログをやっていて、今で
もいろいろなお店を回っているんで
す。その中にはものすごくいい技術
を持っていたり、まじめに良いもの
を作っているものの、なぜか売上が
伸びないという店も多いのです。そ
ういうところを応援したいという気
持ちがあって、この仕事をやろうと
思いました」（藤田氏）
　酒井氏は取材には同席できなかっ
たが、先織氏は「大手商社で培った
ノウハウがあるので、販路開拓に関
する支援は全部お願いしています」
と全幅の信頼を寄せている。
　そして、福井県よろず支援拠点の
責任者であるコーディネーターの先
織氏自身は「相談件数が多くなって
くると、企業同士のマッチングもで

サテライト拠点で
県内全域をカバー

専門分野を生かした
充実したスタッフ陣
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自分たちの課題をクリアしていかないと何も言える立場じゃない

 〈ユーザー概要〉
有限会社アンドウ
福井県小浜市小浜玉前41
http://honoka-brand.jp/

 〈拠点概要〉
福井県よろず支援拠点
福井県坂井市丸岡町熊堂第3号7-1-16
http://www.yorozu-fukui.jp/

きるようになりました。今日も午前
中にやっていたんですが、コラボさ
せることで話が大きくなって成果も
大きくなる可能性が出てきます。そ
して、もっと大きくさせるためにテ
レビ・新聞などのマスコミへのアプ
ローチなど、ストーリーもしっかり
と考えています」とよろず支援拠点
の可能性について強い期待を寄せて
いる。
　この４人のコーディネーター、サ
ブコーディネーターはいずれも会社
の経営者でもある。他県には企業や
機関に属してこのよろず支援拠点の
仕事をしている人もいるが、「サラ
リーマンでは苦労は分からない」と
言う社長も多いという。全員が経営
者である福井県よろず支援拠点のメ
ンバーは、これまでも倒産の危機
などの試練を乗り切った者ばかり
だ。経営者の立場で一緒に悩めるこ
とが、経営者のスタッフを集めたメ
リットであり強みになっている。

　福井県よろず支援拠点が手がけ
たユニークな事例がある。それは

「LEDライト」の販売促進に関する
支援だ。
　元々小浜市で洋品店を営んでいた
有限会社アンドウの馬渕保生社長
は、５年ほど前に知人から電池式の
コンパクトなLEDライトの販売に
ついて相談を持ちかけられた。パソ
コンに強い馬渕氏は、自分で通販サ
イトを作りそこでLEDライトを販
売してみた。すると、予想を超える
反響があった。
　それを何とかビジネスに結びつけ
ようと思った馬渕氏は、「中小企業
支援ネットワーク強化事業」のサー
ビスを利用して、先織氏に専門家と
して相談に乗ってもらった。４年前
の2011年のことだ。
　その後、福井県の「EC専門家派遣
事業」のサービスを利用し、先織氏

はターゲットを絞った販売戦略を細
かくアドバイス。その結果として月
60万円の売上が月100万円までアッ
プした。そして、昨年６月からはよ
ろず支援拠点で相談を受けることに
なる。
　「昨年の春にEC専門家派遣事業支
援が終わったあとに、急に売上が落
ちていないかと気になっていまし
た。６月によろずが始まったときに、
いいサービスができたからいくらで
も支援しますよと馬渕社長に提案し
たのです」（先織氏）
　よろずの支援を受けてからはさら
に売上が伸び、現在は月200万円を
目標にするまでになっている。
　「自分でやるにはやはり限界があ
ります。このよろず支援拠点のサー
ビスは、いろいろなアドバイスを無
料でしてくれるのでめっちゃ助かっ
てます。前から先織さんと知り合っ
ていて本当に良かったと思っていま
す」（馬渕氏）
　現在は福井県在住のあるアーティ
ストの「復活計画」にもこのよろずの
サービスを使い、先織氏などからア
ドバイスを受けているという。
　アーティストの支援というのはか
なり珍しいケースのように思える
が、「よろず支援拠点は頑張ろうと
している中小企業・小規模事業者を
応援するサービスなので、やる気が
ある企業の相談ならどんなものでも
乗ろうと思っています」と先織氏は
言う。

　福井県よろず支援拠点の平成26年
度の相談件数は、1098件という目標が
ある。このような支援サービスに目
標値が設定されていることに対して、
先織氏は以下のように語る。
　「事業で苦しんでいる、悩んでる企
業に頑張ってもらうには、自分たち
も苦しまないといけないし、何より
も自分たちの課題をクリアしていか

よろずを使って
LEDライトの販促支援

体力的にはきついが
結果を考えると乗り切れる

ないと何も言える立場じゃないです
からね。企業に頑張れ頑張れと言っ
て、いざ自分達は目標件数を下げて
くださいなんて言えないですよ」
　相談の中には、１時間のうち50分
間ずっと相手の話を聞くだけという
ケースもあったという。それも事前
に申し込まれた相談内容とは全然違
うことを。しかし、相談者からは「話
したらスッキリした。問題点も分
かった」と感謝された。これもよろ
ず支援拠点ならではの良い点だと先
織氏は言う。
　一方で、相談件数は１日あたり約
6.5件をこなしており、体力的には
きついこともあるという。
　「専門家と一緒に相談に乗ってい
ると、夜中にもなるときもありま
す。それでもその後の結果を想像す
ると、へでもないです」（先織氏）
　よろず支援拠点の目標は、行列が
できる相談所になることだと先織氏
は言う。実際は予約制なので行列は
できないが、第一希望に添えない客
も出始めており、福井県よろず支援
拠点にも行列はできつつあるようだ。

コードレスのLEDライト「かぐや」（シェードは別売り）
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　よろず支援拠点の相談とは、実際に
どのように行われているのだろうか。
　大阪府よろず支援拠点のオフィス
がある公益財団の会議室で、実際に
相談を受けているユーザー企業を取
材させてもらった。
　支援を受けているのは、大阪市西
区にある株式会社グローカル・アイ
という企業。グローカル・アイは、
医療機関で培われた料理レシピを院
外の弁当事業者に電子配信し、弁当
という形で生活者に提供するという
ビジネスモデルを作り上げている。
　「グローカル・アイは“グローバ
ル”と“ローカル”の造語なのですが、
世界的な視点で地域に密着した社会
貢献をしたいというのが企業理念と
して込められています。そして、ア
イはITのI、目配りのEYE、愛を込
めてのAIなど、いろいろな想いが
入っています」と語るのは、３人の
社員とともに相談にやってきた代表
取締役の田崎和弘氏。
　主に販路の拡大についての相談の

ために、昨年７月から定期的に大阪
府よろず支援拠点を訪れている。
　この日の相談に対応したのは、
コーディネーターの北口祐規子氏と
サブコーディネーターの森憲二郎
氏。森氏は中小企業診断士であり、
コンビニエンスストアのスーパーバ
イザーとしての経験も持つ販路拡大
の案件のスペシャリストだ。
　まずは、前回の相談の際に出され
た宿題とその評価からスタートした。
　田崎氏は事業パートナーの候補リ
ストを作成。そこには商品名、事業
者名、提携のタイミング、販売方法
などが書かれていた。よく整理され
たリストで森氏の評価も高かった
が、課題や責任者の名前を書くこと
ができる欄を追加するなど、リスト
のさらなる“見える化”をアドバイ
スした。
　次に提出されたのが「作成シート」
と呼ばれるもの。こちらには企業概要、
アプローチの仕方、スケジュールなど、
事業パートナーについての細かい分
析の進め方が記載されていた。
　「すごくいいものができましたね。
お疲れさまでした」と森氏はやはり

このシートを高く評価した。そして
北口氏は「“Plan - Do - Check”まで
できるとさらにいいですね」という
提案をした。さらに、事業パート
ナーの選定の仕方については、「お
いしいところだけで判断するのでは
なく、しっかりと見極めてウインウ
インの関係になれるところを選んだ
ほうがいいですね」というアドバイ
スをした。
　このように宿題の評価、課題の整
理、そしてアドバイスを、約１時間
という相談時間の中で手際よく進め
ていった。

　よろず支援拠点を利用しようと思っ
たきっかけを田崎氏に聞いてみた。
　「販路の拡大について、森さんの
ようなスペシャリストに相談した
かったのです。そして、食品関係
のノウハウをきちんと高めたい、
BtoCにも強くなりたい。また、北
口氏は以前からお付き合いがあるの
ですが、ITコーディネータという
ことで、ITもしっかりと活用した
い。あと、どこかで業務の展開をき
ちんと整理し、社員のベクトルを一
方的に向けたいという思いもありま
した。よろず支援拠点はこのような
さまざまなことに対応してくれる、
まさにかゆいところに手が届くサー
ビスだと思います」

　大阪府よろず支援拠点の特徴の１
つが、女性のスタッフが多いこと
だ。女性のニーズに対応するため
に、コーディネーターの北口氏のほ
かに、サブコーディネーターに３人

特集

よろず支援拠点
～中小企業支援の現状とITコーディネータの活動を紹介～

よろずは“総合診療科”。じっくり聞き、分析し、治療方法を見つけます
−大阪府よろず支援拠点、株式会社グローカル・アイ（大阪市西区）−

専門家のサポートで
企業の悩みに対応

よろずの良さは
信頼できるスタッフがいること

女性が来やすくするために
女性スタッフを多く起用

大阪府よろず支援拠点 コーディネーター 北口
祐規子氏

株式会社グローカル・アイ 代表取締役 田崎
和弘氏
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よろずは“総合診療科”。じっくり聞き、分析し、治療方法を見つけます

 〈ユーザー概要〉
株式会社グローカル・アイ
大阪市西区立売堀4丁目7番24号　五葉阿波座ビル
http://www.glocal-i.com/

 〈拠点概要〉
大阪府よろず支援拠点
（公益財団法人 大阪産業振興機構内）
大阪市中央区本町橋2番5号　マイドームおおさか7階
http://www.yorozu-osaka.jp/

の女性が登用されている。
　既存の支援機関には男性の年長ス
タッフが多い。しかし、個人商店の店
主や創業を目指している人には女性
も多く、そこへ相談するには敷居が高
くなっていると北口氏は指摘する。
　「拠点の事務局とも相談して女性
スタッフを多くしています。その結
果、こちらがアピールしなくても、
女性の方だったり女性をターゲット
とするアパレル系やサロンなんかの
経営者が気軽に来ていただけるよう
になったと思います。女性の場合、
どこに相談すればいいのか分からな
いケースが多いです」
　そして、支援機関に相談しても、
すぐに売上や利益などの数字のこと
を言われることも多く、またちょっ
とした悩みを相談しようと思って訪
ねても、女性だと門前払いに近い感
じで断わられてしまうケースもある
という。
　「保育ママやベビーシッターのビ
ジネスを考えたママたちに言われた
のです。女性の相談員の方で良かっ
たと。男の人だとベビーシッターの
必要性を一から説明しないといけな
いと」（北口氏）
　大阪府よろず支援拠点へは双子用
の自転車を開発した女性からの相談
もあった。自分で試作品を開発して
いざ商品を製造する段階になって、
どこで作ってもらえるかが分からな
い。また、女性一人で工場へ行って
も、うまく交渉できる自信がないと
いう悩みの相談だ。
　いいアイデアを持っていても、そ
れを商品化までこぎつけるノウハウ
を持っている女性は少ないという。
　女性のスタッフが多い大阪府よろ
ず支援拠点は、そんな女性たちの力
強い味方になっている。
　さらに大阪府よろず支援拠点で
は「よろず塾　ワークショップセミ
ナー」というイベントを定期的に開
催している。テーマは「『売れるお店』
になるための店づくりを考える！」

「『知った人から売
上 げ が ア ッ プ す
る』プロモーショ
ン広報術」など、
売上の向上につな
がるものが多い。
　実践的なテーマ
でセミナーを開催
す る こ と に よ っ
て、経営者に有益
な情報を提供する
とともに、よろず
支援拠点のことを
知ってもらい、気軽に個別相談にき
てもらうことも目的にしている。
　さらに、このセミナーはしばらく
相談から足が遠のいた人にも効果的
だという。
　「一回相談に来ると、以降、定期
的な相談につながる場合もあります
が、リピートしてもらえない人が多
いのも確かです。このようなセミ
ナーは何カ月か間隔が開いた方にも
気軽に来てもらえるいい機会になっ
ているようです。直接お会いしてみ
ると、『その後どうですか』という話
もしやすくなります」（北口氏）

　大阪府よろず支援拠点のコーディ
ネーターの北口氏は、中小企業診断
士とITコーディネータの資格を有
している。ITコーディネータがよ
ろずの仕事を担当する意義について
聞いてみた。
　「支援機関のIT相談会みたいなと
ころへ行くと、どうしてもシステム
構築や業者紹介の話になってしまう
ことが多いようです。もちろんそれ
でうまくいっているところもありま
すが、我々のところへはうまくいっ
てない人が来られるのです。
　もともとITコーディネータは、
そういう方の相談に乗るのが大きな
役割です。相談者の目線できちんと
声を聞きながら、問題を整理してい

ITコーディネータは
丸投げしない

く。私は中小企業診士でもあるので
すが、診断士にもIT関連に詳しい
方はいますが疎い人が多いのも確か
です。例えばITのことならミラサ
ポの専門家派遣になるケースもあり
ますが、それも丸投げしたらさっき
言ったうまくいかなかったケースと
同じになりかねません。ITコーディ
ネータなら、そんなことは絶対しま
せん」
　最後に、北口氏によろず支援拠点
の良さを聞いてみた。
　「私はよろずのことを“総合診療
科”と言っています。どこが悪いの
か分からない人や、痛いところがた
くさんある方でも気軽に来られるよ
うなクリニックです。そして、例え
ば頭が痛いから頭痛薬を出すのでは
なくて、何で頭痛が起きているか、
ひょっとしたら肩こりだったりする
かもしれない。そのあたりをじっく
り聞き、分析する。そして治療方法
を見つけていく。よろず支援拠点は
そんなクリニックだと思います」

大阪府よろず支援拠点の相談会の様子。1時間、濃密な相談が行われた
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　まずは愛媛県よろず支援拠点によ
るユーザー事例をご紹介しよう。
　愛媛県松山市にある株式会社ウィ
ルビーは、「高橋商店」というネット
ショップを運営している会社だ。メ
インの商品は「やすまるだし」とい
うティーバッグタイプの万能だし。
原料にはかつおをベースに、さば・
いわし・こんぶ・しいたけなどが使
われ、合成保存料・人工甘味料は一
切入っていない。どんな料理にも使
えるが、中でも「だし巻卵」は絶品
だという。
　さらに「やすまるだし」は、だし
としてだけではなく、ティーバッグ
を破って中のだしを使うことも可能
だ。焼き飯や焼きそばなどに、料理
に振りかける調味料のような利用方
法ができる点も大きなセールスポイ
ントになっている。
　「高橋商店というと老舗のような
イメージがあるかもしれませんが、

ウィルビーはつい５〜６年前にでき
た新しい会社なんです。よく間違え
られます」と語るのは、ウィルビー
のWeb責任者であり販売統括の川
本航輝氏。
　同社では開業当時から店舗を持た
ず、ネット販売１本で行ってきた。
店舗を運営することはある程度限ら
れた人へのアプローチになってしま
う。当時はティーバッグタイプのだ
しというのはあまり普及しておらず
認知度も低かったので、それを全国
に広めていくにはインターネットが
一番だと考えたという。
　「しかし、何も分からないところ
からのスタートでしたので、ネット
ショップの構築方法すら模索してい
ました。また、いざ開店しても売上
が思ったように伸びず、どうやった
らお客さんの目につくようなショッ
プにしていくかというところでも苦
労しました」（川本氏）
　川本氏の前職は銀行系のシステム
を手がけるSEだが、分野がまった
く違うこともあり、ネットショップ

に関してはあまり知識を持っていな
かったという。

　よろず支援拠点を使うきっかけは、
煩雑になってきたネットショッピン
グの管理についての相談だった。
　まずはウィルビーの社長、高橋泰
征氏が松山商工会議所へ相談に行っ
たところ、商工会議所と連携の協定
を結んでいたよろず支援拠点を紹介
された。そして、商工会議所の経営
相談のアドバイザーの仕事もしてい
た岡本陽氏が、よろず支援拠点の
サービスを使って支援を行うことに
なった。
　ウィルビーでは複数のネット
ショップを運営しているシステム
と、伝票や請求書を発行しているシ
ステム、そして顧客のデータを管理
しているエクセルなど、複数のシス
テムが並行して運用されていた。し
かし、それが年月が経つにつれてそ
れらが複雑になっていき、スムーズ
な業務ができなくなっていた。
　相談は昨年７月から11月後半まで
計10回行われた。最初の１、２回は社
長から話を聞き、その後は実務担当の
川本氏と時間をかけて話し合った。
　具体的なアドバイスとしては、ま
ずは運用フローを分析することから
始めた。そして、今後必要とされるニー
ズ、機能面で求められる要素などを洗
い出して、それが実現できるシステム
をパッケージソフトで探した。
　今回の案件はITコーディネータの
知識が役に立ったと岡本氏は言う。
　「私はIT系の会社の出身で、営業
職やプロジェクトマネージャーなん
かもやっていたのです。販売管理や
生産管理のシステムには強いのです

特集

よろず支援拠点
～中小企業支援の現状とITコーディネータの活動を紹介～

制限のない相談回数のメリットを生かし、じっくりと支援
−愛媛県よろず支援拠点、株式会社ウィルビー（松山市）−

実店舗は持たず
ネットだけで商品を販売

よろずの相談内容は
システムの効率化

愛媛県よろず支援拠点 サブコーディネーター
岡本 陽氏

株式会社ウィルビー 営業部 川本航輝氏
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制限のない相談回数のメリットを生かし、じっくりと支援

 〈ユーザー概要〉
株式会社ウィルビー
愛媛県松山市来住町1210-1
http://shop-takahashi.jp

 〈拠点概要〉
愛媛県よろず支援拠点
愛媛県松山市久米窪田町337-1 テクノプラザ愛媛
E-mail：yorozu@ehime-iinet.or.jp

が、その経験に『ITCプロセスガイ
ドライン』（PGL）など考え方を取り
入れると、今回の案件にすんなりと
当てはめることができたのです」
　この岡本氏の仕事ぶりは川本氏も
大きく評価している。
　「お世辞は抜きで、親身になって
相談に乗っていただきました。一緒
になって導入に向けて進んでくれて
本当にありがたく思っています。し
かも、この相談が無料でできるって
いうところが一番いいですよね。私
みたいに何回利用してもタダですか
らね」
　よろず支援拠点は、どんなことが
できるのか最初はよく分からなかっ
たが、今回活用してみて、もっと早
くから利用しておけばよかったと川
本氏は語る。

　愛媛県よろず支援拠点のオフィス
は、公益財団法人えひめ産業振興財
団内に設けられている。
　相談の予約は電話やメール、フェ
イスブックなどで行っている。さら
にいつくかの金融機関と連携してお
り、そちらを通した受付も行ってい
る。
　また、松山商工会議所をはじめ愛
媛県のいくつかの商工会議所や銀行
などに定期的に相談の場を設ける

「サテライト拠点」も設けている。
　愛媛県よろず支援拠点への相談で
一番多いのが、やはり売上の改善に

ついてだ。次に多いの
が経営改善や人材育成。
そして、最近は事業承
継も増えているという。
　「 非 常 に 良 い 製 品、
サービスをお持ちなん
ですが、それを販売し
ていく力がまだまだ不
足していたり、チャン
スを生かせていないと
いう印象があります。
ひとつひとつの商品は
すごいので、本当にもっ
たいないという感じです。そして、
何とか売上を伸ばせるようにしたい
という思いで、このよろずの仕事を
しています」（岡本氏）
　愛媛県よろず支援拠点には、コー
ディネーターが１名とサブコーディ
ネーターが６名いる。IT全般に詳
しい者だったり、人材育成を得意に
する者、デザイン系の者、そしてカー
ラーコーディネーターやフードコー
ディネーターの資格を持っている者
など、さまざまな相談に対応できる
体制になっている。

　そして、この陣容の中に５人の
ITコーディネータがいる。
　ITコーディネータがよろず支援
拠点の仕事をするメリットについ
て、岡本氏は以下のように語る。
　「ITコーディネータとして、これ
まで学んだことをすべて実践でき

ているっていうと
ころですかね。IT
コーディネータの
試験を受けて合格
しても、実践する
機会がないと学ん
だ知識というのは
その瞬間から忘れ
ていくものです。
ユ ー ザ ー の 役 に
立って、しかも自

商工会議所など
支援機関と提携

よろずはITCにとっても
やりがいのある仕事

ティーバッグタイプの万能だし 「やすまるだし」

分でもいろいろな情報を取り入れて
スキルをアップしていくっていうの
は、ITコーディネータとしてはと
てもありがたいことですね」
　よろずの仕事は愛媛県すべてをカ
バーしているため移動の距離も長
く、仕事としては決して楽ではない
という。しかし、自分の経験を生か
すことができ、しかもそれがユー
ザーの役に立つ仕事でもあるので、
とてもやりがいがあるという。
　「よろず支援拠点の良さは、やは
り“よろず”であることです。内容
が限定されていないので、例えば
ウィルビーさんはITの導入なんで
すが、うまくいったあとにはホーム
ページを改善しようとか人材を育て
ようという話になっていく。そうす
ると、私たちは継続してお話をする
ことができます。また、ゆくゆくは
会社を譲っていこうという話になっ
たときでも、私たちはずっとお付き
合いすることができるんです」（岡
本氏）。
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　昨年６月に中小企業・小規模事業
者を支援するために「よろず支援拠
点」がスタートしました。この新し
い支援システムの現状や今後の課題
などを、よろず支援拠点の全国本部
が設置されている中小機構の矢部厚
氏、ITコーディネータで茨城県よ
ろず支援拠点のコーディネーターを
務める宮田貞夫氏にうかがいまし
た。ITコーディネータ協会の山川、
中村（以下ITCA）も加わり、座談会
形式でお届けします（敬称略）。

ITCA■まずは組織のご紹介をお願
いできますでしょうか。
矢部■私どもの「中小企業基盤整備
機構」（中小機構）は経済産業省が所
管の独立行政法人です。中小機構は

これまで中小企業施策の総合的な実
施機関として中小企業のための起
業・経営強化・事業拡大・ファンド
事業・小規模企業共済制度の普及な
どさまざまな支援を行っています。
現在、中小機構は全国都道府県に設
置された47か所のよろず支援拠点を
バックアップするよろず支援拠点全
国本部を運営しております。
ITCA■宮田さんも現在のお仕事の
内容をご紹介いただけますか。
宮田■私は元々 ITと経営のコンサ
ルタントをやっており、ITコーディ
ネータの資格も取っています。完全
にフリーでやることもありますし、
いろいろな機関に属して支援するこ
ともあります。
　去年からは茨城県よろず支援拠点
のコーディネーターとして活動して
います。また、週１回は大学で講義

もしています。

ITCA■よろず支援拠点についてご
紹介ください。
矢部■よろず支援拠点とは、平成26
年度の国の新政策「中小企業・小規
模事業者ワンストップ総合支援事
業」としてスタートした、中小企業・
小規模事業者の経営相談所です。26
年６月より都道府県に１か所ずつ設
置され、全国各地の事業者から相談
を受けております。
　その名のとおり、中小企業・小規
模事業者が抱えるさまざまな課題に
対し、企業支援の実績が豊富なコー
ディネーターが中心となってアドバ
イスを行い、特に多くの事業者の課
題である売上の拡大や資金繰りなど

特集

よろず支援拠点
～中小企業支援の現状とITコーディネータの活動を紹介～

国を挙げて中小企業・小規模事業者の支援に取り組んでいきたい
−中小機構 よろず支援拠点全国本部、茨城県よろず支援拠点−

全国本部として
47拠点をサポート

よろず支援拠点とは

中小機構 経営支援部 審議役　矢部 厚氏 茨城県よろず支援拠点 コーディネーター　宮田貞夫氏
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国を挙げて中小企業・小規模事業者の支援に取り組んでいきたい

の経営改善に力を入れるようにして
おります。
ITCA■他にも支援機関があります
が、その中でよろず支援拠点の特徴
は何でしょうか。
矢部■よろず支援拠点のミッション
は、大きく分けて３つあります。１
つは困難な経営相談に対しての総合
的・先進的アドバイス、２つめは各
支援機関等とチームを編成しての支
援、そして３つめは相談内容に応じ
て支援機関・専門家を紹介するなど
適切な支援者につなぐワンストップ
サービスです。

ITCA■これまでのよろず支援拠点
の利用状況は？
矢部■昨年６月から12月までは述べ
58,000件の相談に対応、来訪相談者
が25,000件にのぼっております。全
国385万の中小企業・小規模事業者
に、もっとよろず支援拠点を知って
いただきご利用いただけるよう、さ
らに周知活動を行っていきます。
　よろず支援拠点が目指していると
ころの１つに、行列のできる相談所
を作りたいという思いがあります。
よろず支援拠点に相談に行けば丁寧
に対応してくれ、元気が出る、新し
い提案がある、課題解決への道筋が
見えるなどという評判が広まれば、
おのずと行列ができてくるのかなと
思います。数も質も大事です。
宮田■数と質で言えば、質が良くな
ると数も多くなっていくと思うので
す。けど、反対に質を高めようとじっ
としていたりすると、なかなか来訪
者は増えないのです。茨城県よろず
支援拠点では、出張相談所など外に
出てどんどん数を増やすという方法
で取り組んでいます。

ITCA■これまでは商工会議所のよ

うな支援機関が支援を求めている方
の間に入って活動されてきました。
このよろず支援拠点はこのような支
援機関の活動とかぶったりすること
はないのでしょうか。
矢部■全国に385万の中小企業・小
規模事業者がいますが、すべての企
業が課題を持たれていると思うので
す。支援機関単独では十分にさまざ
まな経営課題に対応しきれてないこ
とがあると思います。支援ツールは
たくさんあったほうが良いと考えま
す。国を挙げて中小企業・小規模事
業者を支援していこうということな
のです。
宮田■現場の我々にしてみれば、支
援機関と競争しているというわけで
はないです。彼らは彼らで非常に広
い網をかけていて、その網で皆さん
の相談に乗っているのです。我々は
よろず支援拠点という看板はありま
すが、まだまだ広いネットワークは
持っていなくて、どちらかというと
スタッフそれぞれのネットワーク
で相談に来てもらうことが多いので
す。でも、商工会でしたら茨城県全
部の市町村に１つずつあって、困っ
たことがある方はみんなそこに行く
のです。
　ただ、商工会などが見つけたもの
でも、課題によってはよろず支援拠
点が対応することもあるのです。例
えば、金融機関とどのような話をし
ていくかという事業再生のような案
件です。このような案件は本当に時
間が限られています。中小企業の経
営者は倒産寸前に相談に来られる
ケースが多いですから。
矢部■商工会、商工会議所などの支
援機関の中にも、何か困ったことが
あったらよろずに行ってみたらとア
ドバイスするケースが多くなってい
るようです。
宮田■今までは「困ったね」で終わっ
ていることが多かったと思うので
す。でも今度は「よろずに行ったら
どう」というケースが増えていくと

相談件数は
まだまだ伸びる！

思いますね。
ITCA■最後の砦みたいなことです
ね。

ITCA■茨城県よろず支援拠点の状
況をお聞かせください。具体的には
どのような相談が多いのでしょう
か？
宮田■売り上げの拡大、新規創業、
それから経営改善ですね。それが３
本柱のように同じくらいの比率で相
談があります。なぜ創業に関する相
談が多いのかというと、創業セミ
ナーや創業スクールをかなりの件数
やっているので、その後の創業者の
相談や支援が多くなってきたのだと
思います。これは茨城県のよろず支
援拠点の特色の１つだと思います。
ITCA■女性の相談件数というのは
多いのでしょうか？
宮田■茨城県の場合は、相談者は女
性ばかりという印象があります。特
に創業セミナーをやったあとの女性
の支援というのが相当多いです。男
性の創業支援というのは、なぜかあ
まりいないのです。
ITCA■これから手を上げようとい
う方は女性が多いのですね。
宮田■そうですね。例えばサロンビ
ジネスの相談で来られる女性が結構
多いのです。男性が少ないというの
は、最近の人手不足が原因だと思う
のです。男性はいろいろなところで
引っ張りだこになっているのです
が、事務職の有効求人倍率が低いた
めに女性の場合は意外と求人件数が
少ないのです。事務職は0.3 〜 0.4く
らいで、技術職になると１以上にな
ります。そうなると男性はわざわざ
起業する必要がないのです。
　女性の場合は、事務職にこだわる
と仕事がなくなってしまうケースが
多いのです。再就職するのは大変だ
から、じゃあ何かビジネスやろうか
という人が結構いるのです。それか

支援機関と
連携して支援

気軽に相談でき
女性の来訪者も多い
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ら、いったん育児などで会社を辞め
てしまったという人が仕事を始める
場合も、事務職ではなかなか復帰で
きないので、それだったら何か自分
でビジネスをやってみようと考える
例も多いですね。
ITCA■お話をうかがっていると、
よろず支援拠点は活用される側の方
にとっても相談しやすい場所、そし
て今までどこに相談したらいいのか
分からなかった人でも気軽に相談で
きる場所になっていますよね。
宮田■潜在的なニーズを入れたら、
我々だけでは全然足りない。でも、
よろずができたことによって改善さ
れたケースは、かなり多いのではな
いかと思います。
矢部■とくに商店街などの小規模事
業者で年配の方というのは、相談す
る時間がない、窓口が分からない、
そして中小企業政策にどんなものが
あるのか分からないという方がたく
さんいます。そういった方々にどう

やってよろずを利用していただくか
ということも考えていく必要がある
と思います。
ITCA■そういったお話を聞いてい
ると、よろず支援拠点は何年という
単位じゃなく、ずっとやっていって
ほしいですよね。

ITCA■現在の活動をお話しくださ
い。
矢部■今年度立ち上げたばかりです
ので、まだまだ周知が必要です。全
国本部では、全国のよろず支援拠点
が支援した事例をHPで公開してお
ります。よろず支援拠点に行けばこ
んな対応が受けられるというイメー
ジを持ってもらい、事業者に最寄り
のよろず支援拠点の門をたたいてほ
しいと思います。
　金融機関がお客様を連れてくるよ
うなケースも増えており、例えば売

上拡大へのサポートと資金面でのサ
ポートを両者一体となって事業者を
サポートしております。
宮田■よろず支援拠点がスタートし
てまだ半年ちょっとですが、最初の
頃よりもかなり落ち着いてきた感が
あります。支援機関でも頭の中が整
理できてきているように思います。
よろずが競争者という感じではなく
て、よろずは我々にできないことを
やってくれるのだということが定着
してきている感じはあります。

ITCA■最後に、来年度の課題とい
いますか、改善していきたい部分や
目標などをお聞かせください。
矢部■よろず全体の課題としては、
引き続き相談に来る方を増やして、
成果を出していくことだと思いま
す。２年目になりますので成果がど
んどん出てくると思います。

支援拠点の
知名度アップが重要

国を挙げて中小企業・
小規模事業者を支援

▲よろず支援拠点の支援体制のイメージ図
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 〈拠点概要〉
茨城県よろず支援拠点
茨城県水戸市桜川2-2-35 茨城県産業会館9F
http://www.iis-net.or.jp/venture/venture74.php

 〈組織概要〉
中小機構
東京都港区虎ノ門3-5-1 虎ノ門37森ビル
中小機構　http://www.smrj.go.jp/
よろず支援拠点全国本部
　http://www.smrj.go.jp/yorozu/

国を挙げて中小企業・小規模事業者の支援に取り組んでいきたい

　各拠点の皆さんは高いレベ
ルで相談対応しているのです
が、悩みを持っている方もい
ると思います。横のつながり
でそれぞれの課題や悩み、解
決方法を情報交換できるよう
な環境を作っていきたいです
ね。
宮田■茨城県の話になります
が、今年度に引き続き来年度
も接点作りと接点を広げてい
くことに取り組みたいと考え
ています。先日、中小企業庁
の方からも、市町村と連携をすると
さらに広がるのではという提案があ
りました。例えば、自治体から直接
紹介していただくとか、自治体でよ
ろずのことを広報していただくと
か。
　それから我々が課題としているの
は、相談件数が多いつくば市にサテ
ライトオフィスを出すかどうかとい
うのがあります。しかし、相談員や
場所の確保といった問題があり、す

ぐに実現するのは難しいと思います。
　もう１つは、今年度は個人プレー
を最大限に生かしてきたと思うの
で、来年度は全体としての力をどう
やって発揮していくかということも
課題になりますね。
矢部■全国のよろず支援拠点、連携
する支援機関の皆さまとともに、国
を挙げて中小企業・小規模事業者の
ための支援に取り組んでいきたいと
思います。


